上代日本文学から見た婚姻形態 by 錦織, 浩文
悩業集の時代の婚姻形態は、夜、女のもとに男
が通う「通
い婚
J
（「別居婚」）であったとするのが一般的な見解であろうと息われる。
r郡業集」
には、
そうした婚姻形態が存在したことを明かす
ような歌が多い。けれども、
これと相対するように、
r洲薬集』
には、
夫婦が同居していることを示す歌もあ
る。
当時の婚姻形態
については、
なおよく考える余地がありそうであ
る。
この分野の
考察は、
たとえぱ若い男女の恋の歌、
夫婦の間で交わされた歌な
どを理解する上で役立つところがあるに述いない。
こうした理由により、
本論は、
上代日本の文学作品を遥して、
悩業集の時代、
すなわち七他紀後半から八槻紀前半における婚姻
形態について考察を加え 。
そして、
当時の婚姻形態についての
見通しを示し、
「通い
婚
」と「同居婚」が生まれる要因と、
夫婦
(1} 
が同居にいたるまでの過程について言及する
。
はじめに
上代日本文学から見た婚姻形態
巡菜集の時代に「通い婚」（「別居婚」）の婚姻形態はたしかに
存在した。
皇族，投族の婚姻例においてそれが明確に現れる。
天島、
藤原夫人に賜ふ御歌一首
，
ふの
ら
わが里に大宙降れり大原の古りにし里に降らまくは後
こた
9(
藤原夫人、
和へ奉る歌一首
わが岡のおかみに言ひて降らしめし雪のくだけしそこに散りけむ(2\0三ー匹）
しの
頷田王、
近江天皇を思ひて作る歌一首
セす
だれ
君待っとわが恋ひ居ればわがやどの簾動かし秋の風吹く
鋭王女が作る歌一首
と
し》
風をだに恋ふるは羨し風をだに来むとし待たば何か咬かむ(4匹八八し九）
l方、
夫婦が同居していることを示す例は、
庶民の側において
斯著である。
たとえば、
こういう歌がある。
「通い婚」と「同居婚」
錦
織
浩
文
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はつせ
とぐに
こもりくの泊瀬小国に
よばひせすわがすめろきよ
母は寂寝たり
外床に父は旅寝たり
起き立たば既知りぬベ
し出
で行かぱ父知りぬべし
ぬば
たまの夜は明け
ゆきぬ
こも
づ會一
ここだくも思ふごとならぬ
阻り要かも(13三三――-）
右は、
巻十三所収、
作者未詳の「問答」。男
性からの誘い歌に
対する女性の答え歌である。
この歌の表現によって、
この女性の
家族は一っ屋根 下に同居していることが知られる。
また、
山上憶良の「貧窮問答歌」
に、
次のようにある。
ぬのかたりぬ
みる
・・・・・綿もなき布府衣の
海松のごとわわけさがれる
かかふ
・ム
セい
11,
＂い
II
のみ肩にうち掛け
伏庵の曲庵の内に
ひた土に薬解き敷き
め・
》
て父
母は枕の方に
要子どもは足の方に
囲み居て憂へさ
まよひ
かまどには火気吹き立てず
甑に
は蜘蛛の巣かき
て飯
炊くことも忘れて
ぬえ烏ののどよひ居るに
いとの
はし
きて短き物を
端切るといへるがごとく
しもと取る里長が
声は
寝やどまで来立ち呼ばひぬ
かくばかりすぺなきもの
か世
の中の道(5八九二）
、．
憶良の貧窮問答歌は、
歌の配列状況その他から見
て、
天平四年
（七三二）の作と察せられ、
ここにうたわれている典民の生活は、
・
・
筑前
国守
の任にあった憶良が国内の巡察を通して見た現実に基づ
．くものと見なされる（伊藤栂ぶ只窮問答歌の成立」専修国文六号
口参照、
一九六九年、r滴菜集の歌人と作品』下所収）。
この歌にうたわれている家族には、
自分たち夫婦のほかに、
父
れ＜ど・》奥床に
母と子とがいる。
いわゆる三世代同居である。
また、
こういう歌もある。
んki‘さ
世の人の貨ぴ願ふ
七種の宝もわれは何せむに
わが中の生
まれ出でたる
白玉のあ
が子
古日は
明星の明
くる朝は
0ふつづ
し
9
たヘ
敷拷の床の辺去らず
立てれども居れどもともに戯れ
夕品
eムへ
の夕になれば
いざ寝よと
手を携はり
父母もうへはなさ
がり
さきくさの中にを寝
むと
うつくしくしが
語らへば
いつしかも人と成り て
あしけくもよけくも見むと
大
れ＂
にふふかに覆ひ来れ
船の恩ひ頼むに
思はぬに横しま風の
ば・・・・・・(5九0四）「男子名は古日に恋ふる歌」と題する長歌。作者は不明だが、
歌の体から見て山上憶良の作であろうとされ
る。
この歌は、
息子
を亡くした親の悲しみをうたった歌で、
夫婦そろってわが子を一
生懸命に育てていた様子をよく伝えている。これによれば、
当時、
子は、
同居する夫婦双方の手によって育てられる楊合のあったこ
とが知ら
れる
。
また、
憶良には、
こういう歌もある。
2か
山上憶良臣、
宴を罷る歌一首
まか
わ
憶良らは今は罷らむ子泣くらむそれその母も我を待っらむぞ(3三三七）
わが子が泣いている
その母（要）も私の帰りを待っていると
いう理由によって退席するわけだけれども、
この歌は、
夫婦同居
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ということを前提にしてうたわれていると見てよかろう。
このように、
当時の婚姻形態はかならずしも「通い婚」ではな
く、
夫婦が同じ屋根の下に葬らす「同居婚」もおこなわれていた
ことが知られる。
この二つの婚姻形態が共存するということをど
のように理解す ばよいのであろうか。ま 、その違いは何に ってもたらされているのであろう
か。
このように考えるときに思い
至ることがある。
「通い婚」と「同居婚」の別は、
その夫婦の関
係が、
一夫多要であるか、
一夫一婦であるかということに深くか
かわっているのではないかということである。
いうま
でもなく、一夫多要の関係を保とうとする楊合には、「通
い婚」の形態にならざるを得な
い。
r古事記」r日本雹紀』には、
たとえば、
複数の要をもつ仁徳天皇が
、中
でもとくに妃八田島女
のもとに通い
皇后磐姫がそれに対して嫉妬するという話を伝え
ている。
r煎葉集』巻二、
巻四「相間」の冒頭にはそれにゆかり
の歌もあ
しかしながら、
実際に、
そうした一夫多淡の関係を
もつことができ のは、皇族·炭族の一部に限られていたのではなかろうか。
そうした人々をのぞく大半の夫婦は、
山上憶良の歌
に見られるように、
一夫一婦の関係を保つのが通常
で、
同居を某
本としていたと理解すべきではあるまい 。
大伴家持の作「史生尾張少咋を教へ喩す歌一首」(18四一0六
i九）の前文に、
両爽例に云はく、
「要有りてさらに姿る者は徒一
年、
女家は
天平感宝元年（七四九）の作である。
こうした煎婚にまつわ
る
禁止令がいつ発せられたの
か、
また
実際にどれほどの効力をもっ
ていたのかは不明だけれども、
こうし 事例の存在は、
一夫一婦
の夫姉関係を基本とする理念が、
比較的早い時期から存在してい
たことを物語っている 考えられる。
作品に表立って現れることは少ないけれども、
崩葉集の時代に
は、
実惜としては、
憶良がうたったような一夫一婦の関係によっ
て同居する夫婦
の方が圧倒的に多かったのではなかろうか。
かく
して、「通い婚」は、一夫
多要の婚姻関係を保つことができた人々
（皇族・貨族の一部など）においておこなわれ、
その他大勢は、
一夫一婦の婚姻関係を
基本とし、
「同居婚」を基本としていたの
ではないかという見通しを本論はもつ。
ただし、
最終的に夫婦同居にいたる場合であ
っても、
「通い」
の状態は一時的に存在する。婚姻が成立する以前の、「要どい」の段階である。次に、
男女が出会い、
夫婦となって同居にいたる
まで 過程について考察する。
柳田国男ぶヰ入考」(r三宅博士古稀記念論文集』一九一＿九年、r定
夫婦同居にいたるまで
“e,
＂と
杖ー百にして離て」といふ。
とある。
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本梱田国男全集第十五巻』「婚姻の話」所収
）は、
日本古来の婚
姻成立の過程について次のように説く。すなわち、
最初、
男が女
家に出向き、「露顕」（ところあ
らわし）の祝像をあげ、
それから
若干期間女家に通ったのちに要子をつれて男家に帰るという手顛を踏む、
と。
この説については、
高群逸枝『招婿婚の研究」（一
九六三年）の批判があり、「要子をつれて男家 焔る」と捉える点には問題がありそうだが
しかし、
この説は、
萬菜集の時代の
(2) 
婚姻の基本形を示していると思われる。
本論の言い方で示せば、
当時の婚姻・同居は次のような段階を
踏むと考えられる。
一、
逢会・・・歌垣などの場で男女が出会う。見初める。
二、
通い・・ 男が女のもとに通う。
三、
合意：・それぞれの両親の承諾を得る。婚姻の成立。
四、
同居：いずれかの家、
もしくは新居で同居する。
歌をあげつつこの段階を追ってみ
よう。
まず「迎会」の段階。
たまさかにわが見し人をいかならむよしをもちてかまた一目
．見
む(11二三九六、
作者未詳）
その後、
男は女のもとに通うようになる。
“と
馬の音のとどともすれば松蔽に出でてぞ見つるけだし君かと(11ニ六五三、
作者未詳）
この段階においては、
二人の関係はまだ不安定で、
他人の目を
はばかる必要があった。
づみ
あさと
で
夕こりの霜位きにけり朝戸出にいたくし跨みて人に矧らゆな(
11
ニ六九二、作者未詳）
のみならず、
互いの親にも内紺にする必要があったらしい。
セず
王垂れの小簾のすけきに入り
通ひ米ねたらちねの母が間はさ
ぱ風と申さむ(11二三六四、
古歌集）
こうした段
階を経て、二人の関係が親に告げられる。巻十六「由
緑有る雑歌」に、
その問の事情を伝える歌がある。
むかし、
壮子
と美しき女とあり
枕名は岱＂。
二親に告げ
ずして、
ひそ
かに交接をなす。時に、
娘子の意に、
親に
知らませまく欲りす。
よりて歌詠を作り、
その夫に送り与
ふ。
歌に日く、
こし
ありIJ
限りのみ恋ふれば苦し山の端ゆ出で来る月の顕さぱいかに(16三八01
―-）
また、
殊J十三「問答」にこういう歌もある。
うちひさつ三宅の原ゆ
ひた土に足踏みぬき
夏草を腰にな
ぁ·
)
いかなるや人の子ゆゑぞ
通はすも我子
うべなうべな父は知らじ
みなの
＂つ
r
あざさ結ひ垂れ
大和の黄楊
それぞ我が炭(13三二
うべなうぺな母は知らじ
ょゆふ
わたか累き従に
典木綿もち
の小櫛を
押さへ刺すうらぐはし子
九五）
この長歌は、
前半が親の立場で、
後半が子の立場でうたわれて
いる。親は、
いったいどういう子の所へ通っているのかと問い、
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子は、わが要になる人はこうい
う人です
と答える。こうして親の
了招が得られた段階で、二人は昭れて夫婦として認められ、そして同居にいたるものと想像される。
同居した夫姉の、
その後のことを示す例もある。
をと・一
むかし、壮子あり。新しく婚礼を成す。いまだ幾時も経ね
つか
ば、たちまちに釈使となりて、遠き坑に巡はさえぬ。公の事は限りあり、会ふ期は日 し。ここに娘子、感慟し悽愴
41ひ
かさ
をとこ
しぴて、
疾に沈み臥しぬ。年を累ねての
後に、壮子遠り
さた
をは
いた
人
米り、覆命することすでに了りぬ。すなはち、詣りて相視
かたら
Uる
るに、娘子の姿容 疲嵐せることはなはだ異にして、言語かうえつ
i
とこ
か
C
つ
(
(
9
嘆咽す。時に、壮子、哀吹しぴて捩を流し、歌を裁り ロ釈ぶ
。
その歌一首
、
かくのみにありけるものを猪名川の奥を深めてわが恩へりける(16三八0四）
また、こういう例もある。
ふくん
夫君に恋ふる歌一首
いひ飯はめどうまくもあらず行き行 ど安くもあらずあかねさす君が心し忘れかねつ (16三八五七）
lか
”2
ら
右の歌一首は、伝へて云はく、「佐為王、近習の碑あり。時に、宿直にい
とまあらず、夫君に遇ふこと難し。感梢
馳せ結ぽれ、係恋まことに深し。ここに、当宿の夜に、匹夕の裏に相見て おどろきさめて探り抱く かつて手
に触るることなし。すなはち、むせぴなげきて、高き声
ムいどう
にこの歌を吟詠す。よりて、王闘きて哀拗し、永く侍しゅ
(e
る
宿を免す
L
といふ。
こうした事例によって、いったん同居を始めた夫紺は、つねに
ともにあるのが
理想とされ
ていたことが知られる。いったん同居
を始めた夫婦は、その後、同居の形態を崩すことは基本的になかったの
であろう。とすれば、夫姉としての究極の理想は、一っ屈根
の下にできるだけ長く生活をともにすることに求めら
れていた
と
考えられる。そして、事尖
いし
さきは
ひのいかなる人か黒愛の白くなるまで
妹が声を冊＜
（7-四―-、作者未詳）
．
という、夫婦の理想的な姿をう った歌がr部菜集」にある。
夫婦の
いずれかが死するまで、夫婦の同居は続く。けれども、
死したのちも、夫婦は「同居」することが ったらしい。考古学の研究によれば、六世紀以降の古瑣には、
夫婦合非の例が多く見
られるという（小林行雄r古坑 話』一九五九年参照）。萬菜集の時代の葬り方としては 灰になった逍什を野辺に撒く「撒骨」が一般的であったらしいけれども（2-―-三、7ー四一五など）、夫婦 同じ宵年の中に葬 れる場合も
あったようである。
こういう歌がある。
ぃu‘、
事しあらば小泊瀬山の岩城にも施もらば
ともにな思ひ
そわが
背(16三八0六）
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四一首は、r障害がもしあったならば、硲に籠もられるようなこ
とがあっても一緒です。そんなにくよくよなさらないで、あなた」と い う 意 で 、 当 時 の 夫 婦 合 葬 の 風 習 を 背 飛 に 囮 く 歌 と 見 ら れ る 。こ う し た 夫 婦 合 葬 の 風 習 は 、 す な わ ち 生 前 の 夫 婦 同 居 を 反 映 し てい る と 見 て よ い の で は な か ろ う か 。
以 上 、 萬 業 集 の 時 代 に お け る 婚 姻 ・ 同 居 の 様 相 を 、 段 階 的 に 考
察した。当時の一般の男女は、「通い」の段階を経たのちに夫婦と な り 「 同 居 」 に い た る ー| ° こ の よ う に 捉 え る な ら ば 、 『 萬 葉 集 』に 見 ら れ る 、 男 女 ・ 夫 婦 間 の 歌 の 場 面 ・ 背 景 を 理 解 し や す く な ると 思 わ れ る 。
夫方同居·妻方同居•新居同居
当 時 一 般 の 婚 姻 形 態 が
「同居婚」であったとするならば、その
同 居 は ど こ で 営 ま れ て い た の で あ ろ
うか。
そ の 可 能 性 の あ る 場 所
と し て は 、 夫 方 の 家 、
要 方 の 家 、 新 居 の 三 つ の 場 合 が 考 え ら れ る 。
結論をいえば、当時の夫婦同居は、そのいずれもがおこなわれてい た と 見 受 け ら れ る 。
瀬次確かめよう。はじめに
、夫方同居を示す例or日本沓紀」
雄 略 九 年 七 月 条 に 、 次 の よ う な 記 事 が あ る 。
"it
、
翌
首
加 配
飛 烏 戸 郡 の 人 、 田 辺 史 伯 孫 が 女 は 、 古 市 郡 の 人
¥ "
b • 2 
が要なり。伯孫、
女 の 、 児 産 ま せ り と 開 き て 、 往 き て 姉 の
•PとU
かへ
家 を 賀 き て 、 月 夜 に 還 り ぬ 。
上 代 日 本 の 婚 姻 形 態 を 考 え る 上 で し ば し ば 引 用 さ れ る 有 名 な 記
事 で あ る 。 従 来 か ら 指 摘 さ れ て い る と お り 、 こ の 伯 孫 の 娘 は 夫 方の 家 に 嫁 い で い る と 理 解 さ れ 、 こ の 記 事 に よ っ て 、 夫 方 同 居 が 存在 し て い た ら し い こ と が 知 ら れ る 。
『 閑 業 集 」 に は 、 次 の よ う な 例 が あ る 。
¢・と＂
さくらこ
t
と
•J
む か し 、 娘 子 あ り 。 字 を 桜 児 と い ふ 。 時 に 、 二 人 の 壮 子 あ
とぷら
いの，＇
すあ
らそ
り 。 と
も に こ の 娘 子 を 誂 ひ 、
生を
捐 て て 格 競 ひ 、 死 を
し―『
4"
ぁu
あた
食 り て 相 敵 る 。 こ こ に
、娘
子 、
な げ
きて曰く、「古より今
いた
をみな
に来るまで、
いまだ聞かずいまだ見ず、一
人の
女
の 身 、
ゅい
2.
- ·
』み
や
U
二 つ の 門 に 往 適 く と
い ふ こ と を 。 方 今
し 壮 士 の 意 、 和 平
し か た き こ と あ り 。 如 か じ 、 妾 死 り て 、 相 害 ふ こ と 永 くe 息まむ に は 」 と い ふ 。 す な は ち 、 林 の 中
に尋ね入り、樹に
懸 り て 経 き 死 に き 。 そ の 二 人 の 壮 士 、 哀 拗 に あ へ ず 、 血 の
“しひ
泣 、 撚 に 漣 る 。 お の も お の も 心 緒 を 陳 べ て 作 る 歌 二 首
巻 十 六 「 由 緑 有 る 雑 歌 」 の 冒 頭 歌 （ 三 七 八 六 ！ 七 ） の 前 文 。 ニ
人 の 男 性 か ら 求 婚 さ れ て 自 殺 し た 女 性 、 桜 児 の 物 語 で あ る 。
二人の男性が
激しく争う様子を見て、桜児は、r古より今に来
る ま で 、
い ま だ 開 か ず い ま だ 見 ず 、 一 人 の 女 の 身 、 二 つ の 門 に 往
適 く と い ふ こ と を 」 と 言 っ て い る 。
ま た 、 こ う い う 歌 が あ る 。
柿 本 人 麻 呂 が 要 の 歌 一 首
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すんさか
いへぢ
君が家にわが住坂の家道をもわれは忘れじ命死なずは(4五0四）一首は、「あなたの家に私が住みたいと思
う、
その家につなが
る住坂の道をさえ、
私はけっして忘れません。命のある限りは」
という意。「君が家にわが」は序で、「住む」の緑でr住坂」を起こして る。
当時の婚姻が「通い婚」であるとする立場から
すれば、
「君が
家にわが住む」という表現は尋常ではない。
そこで、
たとえば古
典大系r既薬集』は、
その原文「君家が吾住」について、
「君は
吾の誤り、
吾
は君の誤りではあるまいか」
とし、
誤写説を提出し
た。けれども
当時の婚姻形態として夫方同居があったことを認
めるならば、
この表現は問題とするにおよばない。
ここは、
武田
祐吉r腐菜集全註釈」が述べているように、
「当時この人は、
人
麻呂の家に居たか
、
または間も無く住むことになってゐたのであ
(3
)
らう」と捉えてよいのではなかろうか。
このように、
夫婦が夫方の家に同居するという習恨の存したこ
とを示す例は、
上代の文献にいくつか見出 こ がで
きる。
これ
に比べると、
要方同居の存在をはっきりと示す例はなかなか見出
しに
くい。
高群逸枝r日本婚姻史」(-九六三年）に
は、
要方同
居については
『抵葉集』に
例証が多いとするけれども、
適当な例
を見出すことは難しい。
しかし
ながら、
たとえばこういう例はあ
る
。
な“か
……水江の浦島子が
鰹釣り鯛釣りほこり
七日まで
家にも
来ずて
海坂を過ぎて漕ぎ行くに
海神の神の娘子に
たま
さかにい漕ぎ向ひ
相とぶらひ言成りしかば
かき結ぴ常世
たへ
との
に至り
海神の神の宮の
内のへの妙なる殿に
たづさはり
ふたり入 居
て
老いもせず死にもせずして
長き世にあり
けるものを：
．．．．． 
（9-七四0)
高投虫麻呂の手になるいわゆる浦島伝説歌であ
る。
この補島の
物梧は、
当時広く知られていたらしく、
『日本世紀」、
逸文r丹後
国凪土記」にも記
戟がある。
浦島子は、
海神の神の
娘子と結婚し（「相とぶらひ言成りしか
ば」）、
要の実家である常世国の海神の神の宮において同居してい
る。伝説上のことで ある
が、
要方同居の例証の一っになりえよ
う。同類の
例に、
『古事記」上巻の山幸彦の海宮訪問がある。
また、
『日本霊異記』（中巻第二十）にこういう話がある。
大和国添上郡山村の里に、
ひとりの長母ありき。姓名詳らか
しす＂
にあらず。
その母に女
ありき。線ぎてふたりの子を生めり。
b•)
つかさ
聟の官、
県の主宰に選はされ、
より
て要子を率て、
任けら
えし国に至りて、
歳余を経たり．
ただし、
要の母のみ、
土に
留まりて家を守る。
たちまちに女のために歩に悪しき瑞相を
見る。すなはち誘き恐りておも
はく、r女のために誦経せむ」
とおもふ
しかるに、
貧しき家なるによ
り、
あへてなすこと
得ず。
．．．．．．
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「要の母のみ、
土に留まりて家を守る」によれば、
この夫婦は、
要の母とともに、要方の家に同居していた可能性が高いであろう。
次に、
新居において夫婦同居が営まれている例。『古事記」上
咎の須佐之男の命による八俣大蛇退治の段の末尾に、
次のように
ある。
つ(
かれ、
ここをもちて、
その速須佐之男の命、
宮造作るべき地
を出槃の国に求ぎたまひき。しかして、
須賀の地に到りまし
て詔らししく、「あれここに来て、
あが御心すがすがし」と
ぃ2
のらして、
そこに宮を作りて坐しき。
かれ、
そこは今に須烈
といふ。この大神、
初め須賀の宮を作らしし時に、
そこより
の＂
槃立ち騰りき。
しかして、
御歌を作みたまひき。その歌に日
ひしく、八誤立つ出裳八重垣瑛ごみに八瓜垣作るその八狐垣を
須佐之男の命は、
出霙国須賀の地に宮を作り、
櫛名田比売を要
としてそこに迎え入れている。
また、
逸文r近江国風土記』に、
こういう伝承がある。
あー
←tと“
近江国伊香郡与胡郷の伊香の小江、
郷の南にあり。
天の八女、かはあ
ともに白烏となりて、
天より降りて江の南の沖に浴みき。
いかと
み
ときに伊香刀美、
西の山にありて遥かに白烏を見るに、
その
形あやし。
よりてもしこれ神人かと疑ひて、
往きて見るに、
かみ
まことにこれ
神
人なりき。
ここに伊香刀美、
すなはち感愛を
生じ、
え逗り去らず。
ひそ
かに白き犬を追りて
天羽衣を
上代日本文学を通して、
路菜集の時代の婚姻形態について考え
五お
わりに
いみと
あよっ
t
とめ
盗み取らしむるに、
弟の衣を得て隠しき。
天女
、す
なは
ぃ＾
h
ルが
ち知りて、
その兄七人は天上に飛び昇る
に、
その弟一人は、
え飛ぴ去らず。
天路永く塞して、
すなはち
地民となりき。
か＂み
天女の浴みし捕を、今、神の補といふ、
これなり。伊香刀美、
ムよっをとり
ぃみと
をひと
n
天女
の弟女とともに室家となりてここに居み、
つひに男女
を生みき。男二
たり、
女二たりなり。
．．．．．．
 
伊香刀芙と天女の弟女は、
結婚して、
神の捕付近に同居してい
る。その地は、伊香刀美の実家でもなく、
天女の弟女の実家でも
ない。
二人は新居を構えて岡居したということになる。
以上、
夫方同居・痰方同居•新居同居を示す例をあげた。夫方
同居が明確な例を示すのに対
し、
淡方同居•新居同居を示す例は、
神話＇伝説の中に見られる。神話＇伝説は作られた話ではあるけれども、
現実からかけ隆れた設定が神話・伝説の中に定沼するこ
ともまた考えにくいとIII心われる。要方同居•新居同居と に実際におこなわれていたと見るのが自然ではなかろうか。
かくして、
lJG業時代の夫婦の同居は、
夫方の家、
要方の家、
新
居、
そのいずれにおいても営まれることがあったとするのが稔当
と思われる。
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るところを述べてきた。
述べたように、
泄策集の時代における婚
'姻
形態は、
一夫多淡の婚姻関係を保つことができた人々（皇族・
伐族の一部）と一夫一婦を基本とした人々（その他大勢）との憫に差異があり、
前者においては「通い婚」が、
後者においては「同
届婚」がおこなわれていたものと考えられる。
ただし、
最終的に
夫婦が同居にいたる場合にも、
「通い」の状態が一時的に存在し
たのであり、・一見、「通い婚」 杵賊にしているように見える歌
．の
中には、
夫姉として同居にいたる前段階（「通い」の段階）の
歌が相当数含まれているのではないか、
萬業時代の婚姻形態が一
般に「通い婚」（「別居婚」） ったとされる は、
こうした事
惜を含んでいるのではないか
、と
考えられる。
最後に、
この立楊から付言しておきたいことがある。需器盃む
琺七の籾旅歌、
巻十二の椛旅発思、
巻十五の婚新羅使歌郡、
巻二
十の防人歌など、
夫婦であ
ることが確かな男女の旅歌、
悲別歌を
読むときには、
同居していた夫婦像を思い浮かべながら味わうの
がよいのではないかとい
うのがそれである。
1つt.
白拷ににほふ具土の山川にあが馬なづむ家恋ふらしも(7
-
一九―-、
作者未詳）
ありちがた
なぐさ
いし
在干潟あり慰めて行かめども家な
る妹いいふ
かしみせむ
(12三一六一、
作者未詳）
ぬぱたまの夜渡る月 あらませば家なる妹に会ひて来ましを
（15-―-六七 、
述新羅使）
注
(1 
よたび
し
ころし
旅とへど哀旅
になりぬ家の妹が滸せし衣に垢
付き
にかり
(20四三八八、
防人）
これらの夫婦が別居していると捉え
ると、
歌の趣は減少するに
迩いない。
夫姉が同居していたと見ることによって味わい深く
なる歌は、
『萬葉集」
に少なくないと思われる。
（二0011一・九・九）
本論をなす上で、
大林太良紺rn本の古代11
ウヂとイヘ』
（中公文崩、
一九九六年）に示されている、考古学、
歴史学、
人類学、
民俗学の研究成栄を参照した。
(2)
柳田国男が説く婚姻形態は r一時的要どい婚」「妍入り婚」
とも呼ばれている（江守五夫r8本の婚姻」一九八六年など参照）。
その後、
修正を加えて、
次のように説かれることもある。
律令制下の支陀階層は
中央既族・地方咲族を問わず、
要どい
に始まり、
楊合によって洪方での要の親との同居をはさんで、
夫婦単独の共住におちつく婚姻 家族生活）をおくった、と（関口裕子「古代家族 婚姻形態」
r猜座日本歴史
i一古代二』など
参照）。
(3)
その夫たる柿本人麻呂の亡逝挽歌「泣血哀慟歌」第二首の後
半部分に、
次のようにある。
ゎ｀』もこ
かたみ
．．．．．． 
我妹子が形見に置ける
みどり子の乞ひ泣くごとに
取り
与ふる物しなければ
男じもの脇ぱさみ持ち
我妹子とふたり
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つ9や
わ が 寝 し
枕 づ く 要 屋 の う ち に
昼 は も う ら さ ぴ 程 ら し
夜 は
も 息 づ き 明 か し
咲 け ど も せ む す べ 知 ら に
恋ふれども会ふよ
し を な み ・ ・ ・ ・ ・ ・( 2 二 l o )
人 麻 呂 は 、
要 亡 き あ と 、
子 ど も を 抱 き か か え る 夫 の 悲 哀 を う た っ て
い る 。
こ の 部 分 に よ っ て 、
こ の 夫 婦 は 「 要 屋 の う ち に 」 共 寝
し、
そこ
で 子 ど も を 育 て て い た こ と が 知 ら れ る 。 r 要 屋 」 は 、 「 端 屋 」 が 本 義 で 、主 家 の 端 に 設 け ら れ た 別 屋 と さ れ て い る け れ ど
も 、
夫 方 の 家 の 敷 地 に
建 て ら れ た も の か 、
要方の家の敷地に建てられたものか、
明 確 で は な
い 。
藤 井 貞 和
q万 葉 集 の 結 婚 」 （ 『 物 語 の 結 婚 』 一 九
八五年）には、
反
歌 「 家 に 来 て わ が 家 を 見 れ ば 玉 床 の 外 に 向 き け り 妹 が 木 枕 」 ( 2 ニ ― 六 ）を あ げ て 、 「 家 」 は 人 麻 呂 の 自 宅 で は な い と し 、 「 要 屋 」 は 「 要 方 の 家の 近 く か 、 敷 地 内 か 、 家 屋 の 一 部 」 と す る 。 三 浦 佑 之 r 万 葉 ぴ と の 「 家族 」 誌 ー 律 令 国 家 成 立 の 衝 繋—』 （ 一 九 九 六 年 ） に は 、
要 の 死 後 、
男
が い つ ま で も 要 方 に 住 み 続 け る の は 不 自 然 と し 、
夫方の居住とする。
（ に し こ お り
ひ ろ ふ み
阿 南 工 業 高 等 専 門 学 校 助 教 授 ）
攻 ）
十
研 究 室 受 贈 図 書 雑 誌 目 録 ー
文 学 科 ） 一岩大語文
（ 岩 手 大 学 語 文 学 会 ）
岩 手 共 同 文 学 の 研 究 （ 岩 手 共 同 文 学 研 究 会 ） 四上 林 暁 研 究 （ 園 田 学 園 女 子 大 学 ・ 吉 村 研 究 室 ）
＋一
湖（うみ）の本
エ ッ セ イ （ 秦 恒 平 ）
二 七 、
二 八 、
二 九 、
三 〇
歌 子 （ 実 践 女 子 短 期 大 学 日 本 江
g
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 科 ）
十 一
愛 媛 国 文 と 教 育 （ 愛 媛 大 学 教 育 学 部 国 語 国 文 学 会 ） 三 五王 朝 細 流 抄 （ 安 田 女 子 大 学 大 学 院 古 代 中 世 文 学 研 究 会 ） 六王 朝 文 学 研 究 誌 （ 大 阪 教 育 大 学 大 学 院 王 朝 文 学 研 究 会 ）
十四
九
四
二 六
（ 平 成 十 五 年 一 月
1+
― 一 月 ）
〈 単 行 本 ）
江 戸 語 に 遊 ぶ （ 成 険 大 学 名 誉 教 授 ・ 荒 井 益 太 郎 氏 寄 贈 ）
〈 雑
誌 〉
愛知教育大学大学院国語研究（愛知教育大学大学院
国語教育専
愛 知 淑 徳 大 学 国 語 国 文 （ 愛 知 淑 徳 大 学 国 文 学 会 ）愛知大學國文學（愛知大學國文學會）宵 山 語 文 （ 宵 山 学 院 大 学 日 本 文 学 会 ）股 （ 山 崎 勝 昭 ）
九、
十
跡 見 学 園 女 子 大 学 人 文 学 フ ォ ー ラ ム （ 跡 見 学 固 女 子 大 学 文 学 部 人
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